
【愛知高原森林野外調査】 エンシュウツリフネソウをシカの食害から守る 

実施日時 ： １０月１０日（日）  午前８時から午後３時３０分まで 

調査場所 ： 愛知高原茶臼山 

講    師 ： 愛知教育大学 教授  渡邊 幹男 先生  

今回の調査には、生徒１０名が参加しました。目的地の愛知高原の茶臼山に到着したと

きは、細かい雨が降っていたこともあり気温が１８℃で、暑さの残る豊田市内の学校周辺

とはかなりの差がありました。 

調査地点に入り、絶滅危惧種ＩＡ類に指定

されているエンシュウツリフネソウの調査に

取り組みました。調査地を一定の大きさの区

画に分け、それぞれの区画の内部を標本とみ

なす「コドラート法」という調査法を用いて、

エンシュウツリフネソウの分布を測定しまし

た。ちょうど種子をつけている時期だったた 

め、その散布方法を観察するなど、実際に植物を触って学習することができました。さら

に、エンシュウツリフネソウの成長を阻害するアカソなどの植物を排除し、周辺の環境を

改善させました。 

その後、講師の渡邊先生から、茶臼山に生育する他の植物についても教えていただき、

学習内容を深めました。 
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